




























東京女子体育大学硬式テニス部員10名を被検者とし，技術レベルの高い群 (H群とする， 6 
名）と低い群 (L群とする， 4名）に分けた（表 1)。
2. 方法

























条件 1:有酸素的作業能が同じ（対戦者との差が 2.0m!/kg•min 以下）で技術レベルも同じ
組み合わせは， H3とH6, L 1とL2。





体(Kr;重) 最(/,大/m換i気n.量) l/最mi大酸m素l/摂k取g量被検者 (years) (cm) (m n.) (•min.) 
Hl 20 155.5 55.0 106.5 3091 56.2 
H2 20 157.4 47,0 87.5 2466 52.5 
H3 19 162.9 59.0 86.5 2636 44.7 
H4 18 153.2 49.0 83.5 2368 48.3 
H5 21 160. 7 56.0 102.4 2612 46.6 
H6 20 161.2 54.0 94.2 2344 43.4 
L 1 19 152.4 50.0 91.9 2091 41. 8 
L2 20 162.2 59.0 95.5 2565 43.5 
L3 18 154.0 53.0 94.0 2599 49.0 
L4 18 158. 7 55.0 98.8 2631 47.8 
X 19.3 157.8 53.7 94.1 2540.3 47.4 
(SD) (1.05) (3.89) (4.02) (7.18) (259.37) (4.44) 
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条件 3:有酸素的作業能が異なり（対戦者との差が 5.0士2.0ml/kg•min) 技術レベルは
同じ。
組み合わせは， H4とH6, L 2とL3。
条件 4:有酸素的作業能が異なり（対戦者との差が 5.0土2.0ml/kg•min) 技術レベルも
異なる。
組み合わせは， H4とL1, H 4とL2。












161.1士10.01拍／分），ボレー・スマッシュ 56.5士12.77 % (HR : 148.6士18.53拍／分），
ダブルスゲーム 43.6土19.57% (HR: 127.5土26.31拍／分）の順であった。
表 2 各種プレーの運動強度
項目 グランド ボレー・ シングルス ダブルス
被検者 ストローク スマッシュ ゲ ム ゲ ム
Hl 
51.2土 5.00 43.2士 3.48 58.3土 7.47 23.3土14.21
(146.0士 7.26) (134.4士 5.06) (156.4土 10.84) (102.6土18.91)
H2 
66.2士 4.50 68.6士 4.28 61.8土 5.09 35.7士10.98
(164.8士 7.33) (168. 7士 6.99) (157.5土 8.30) (114. 9士17.97)
H 5 
86.7士 6.01 80.1土 6.63
(175.9士 8.64) （ ） (166.5士 9.52) （ ） 
L 1 
79.2土11.49 66.8士 8.81 70.7士 8.69 60.8士10.37
(177.7士15.20) (161. 3士11.65) (166.5士11.51) (153.4士13.74)
L2 
73.4士 8.03 47.4士 5.44 71.0土 7.40 54.6士15.52
(162.5士10.01) (130. 1士 6.77) (159.5土 9.25) (139.0土19.34)
L4 
72.7土 6.85 64.9士 5.50
(170.9土 9.12) （ ） (160.4士 7.39) （ ） 
反士 SD 71.6士13.20 56.5士12.77 67.8士 9.76 43.6士19.57
(166.3士14.31) (148.6士18.53) (161.1士10.01) (127.5士26.31)























条件 1は 2例であるが， グランドストロークについてみるとH群同士の差は5.9%V02 max 
(P < 0.01), L群同士の差は 2.9% V02max (P < 0.05)であり， 有意な差が認められた。
しかし，シングルスゲームでは同様に 1.5% V02max, 0.6 % V02maxであり，いずれも有意
な差には至らなかった。
条件 2は 1例であるが，差をみるとグランドストロークでは 15.0% V02max, 、ンングルス． 
ゲームでは 16.0% V02maxであり， いずれも〇．1％水準で有意な差が認められ，技術レベル
の高い被検者の方が技術レベルの低い被検者より低い運動強度であった。
条件 3は 2例であるが， H群同士の差はグランドストロークでは 5.8% V02 max (P < 0.05), ． 
、ンソグルスゲームでは 7.0%V伍max(P<0.05)であり，ともに有意な差が認められた。し
かし，これらの差はいずれも有酸素的作業能の高い被検者の方が低い被検者より高い運動強度． 











① ② ②―① 
H3←→H6 64.3士 5.36 58.4士 7.14 -5,9** 
(148.8士 7.22)(152.7士 9.89)
L2←→Ll 62.0士 3.85 64.9土 3.06 2,9* 
(148.3士 4.81)(158.8士 4.05)
＜条件2)
L2←→H6 77.2士 8.56 62.2士 5.39 -15. o*** 
(167.3士10.70)(157.4士 7.37)
＜条件3〉
H4←→H6 63.3士 4.84 57.5士 9.49 -5.8* 
(143.6士 6.73)(151.4士13.15)
L3←→L2 68.9士 8.67 70.7士 8.48 1. 8 
(152.5士11,31)(159.1士10.59)
＜条件4〉
H4←→Ll 56.9土 8.78 70.4土 9.50 13.5 ＊＊＊ 
(132.1土18.88)(162. 4土20.82)
H4←→L2 53.6士 7.61 66.3士 8.36 12. 7 *＊* 
(130.1士10.59) (153. 6士10.42)
＜条件5}
Hl←→Ll 53.5士 5.50 84.5士 4.16 31.0*** 
(149.4士 7.97) (184. 8士 5.53)
単位： ％V02max, ( ）内ば心拍数
シングルスゲーム
差
① ② ②―① 
54.1士 9.63 52.6士10.67 -1.5 
(135.0士13.50)(144.7士14.77)
72.4土 9.58 73.0士 6.62 0.6 
(161.2士11.98)(169.6士 8.76)
72.0士10.42 56.0士 8.66 -16.0*** 
(160. 7土13.02)(149.3土12.00)
68.7士 6.68 61.7士10.82 -7.o* 
(151.0土 9.25)(157.3士14.99)
61. 7土 8.87 59. 7士 9.09 -2.0 
(143. 1士11.57) (145, 2士10.81)
59.8士 9.14 73.6士 9.45 13.8*** 
(139.9土12.81)(170,4土12.52)
50.4士 8.34 63. 1士 8.90 12.7*** 
(125.6士11.60) (149. 7士11.08)




Significant level: *P<0.05, **P<0.01, ***P<0.001 
条件 4は2例であるが， 1例はグランドストロークの差が 13.5%V02 max, 、ンングルスゲ
ームの差が 13.8% V02 maxであり， 他の 1例はグランドストロークの差およびヽンングルスゲ
ームの差がともに 12,7 % V02 maxであった。統計的には 2例両プレーとも 0.1％水準で有意
な差が認められた。つまり，技術レベルおよび有酸素的作業能の高い被検者の方が低い群の被
検者より低い運動強度であった。
条件 5は 1例であるが， グランドストロークの差は 31.0 % V02max, シングルスゲームの












士16拍／分， シングルスゲーム 147士13拍／分，ダブルスゲーム 126士6拍／分，星川たちの
報告4)ではグランドストローク 112士20.1拍／分，シングルスゲーム 117土13.1拍／分，女子
















トローク頻度毎分30回， 5分間でHR約 130拍／分 (35-40% V02 max)であったものが，同







素的作業能が同じ場合も異なる（差が 5土2.0ml/kg•min) 場合も約 7.0 ％以下の運動強度
差であった。しかし，技術レベルが異なると，有酸素的作業能が同じ場合で15．か-16.0%, 5 
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1. 各種プレーの運動強度(%V02 max, HR)は， グランドストロークによるラリーが
71.6士13.20%, 166.3士14.31拍／分で最も高く，次いでシングルスゲーム67.8士9.76
%, 161.1士10.01拍／分，ボレー・スマッシュ 56.5士12.77 %, 148.6士18.53拍／分，
ダブルスゲーム43.6士19.57%, 127.5士26.31拍／分の順であった。
2. 技術レベルが同じ選手同士の対戦では，有酸素的作業能が同じ場合も異なる（差が 5土
2.0ml/kg •min) 場合も約 7.0 ％以下の運動強度差であった。しかし，技術レベルが異
なると，有酸素的作業能が同じ場合で15.0-16.0%, 5土2.0ml/kg•min の違いの場合
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